「何もない」現在を見つめることー文芸時評家としての湯地朝雄ー by 山口 直孝
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
五
五
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
　
︱
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
︱
山　
口　
直　
孝
は
じ
め
に
　
湯
地
朝
雄
（
一
九
二
五
年
～
二
〇
一
四
年
）
の
文
業
は
、
ま
だ
正
当
な
評
価
を
得
て
い
な
い
。
小
説
や
詩
を
手
が
け
て
い
な
い
こ
と
、
文
章
の
発
表
が
ほ
ぼ
運
動
系
の
媒
体
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
著
作
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
世
界
的
な
退
潮
の
局
面
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
階
級
闘
争
の
歴
史
観
に
基
づ
き
、
政
治
と
文
学
と
の
あ
る
べ
き
関
係
を
見
据
え
、
最
も
原
則
論
的
に
思
考
し
え
た
存
在
と
し
て
、
彼
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
大
西
巨
人
、
武
井
昭
夫
の
同
伴
者
で
あ
り
、
同
時
に
独
自
の
言
論
人
で
あ
っ
た
湯
地
の
仕
事
の
う
ち
、
時
評
を
取
り
上
げ
る
。
折
々
の
状
況
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
発
言
が
な
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
例
を
検
討
す
る
。
小
考
は
、
埋
も
れ
て
い
る
断
片
か
ら
、
文
芸
批
評
家
の
面
目
を
探
り
出
す
試
み
で
あ
る
。
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
五
六
一
、
出
発
点
と
し
て
の
時
評
　
湯
地
朝
雄
は
、
一
九
二
五
年
十
一
月
二
十
一
日
、
鎌
倉
に
生
ま
れ
た
。
祖
父
湯
地
定さだ
の
り鑑
は
、
海
軍
機
関
学
校
校
長
、
父
湯
地
孝
は
、
青
山
学
院
大
学
ほ
か
で
教
授
を
務
め
た
近
代
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
府
立
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
科
に
入
学
、
在
学
中
に
全
学
連
初
代
委
員
長
と
な
る
武
井
昭
夫
を
知
り
、
交
流
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
を
知
る
。
学
生
運
動
に
関
わ
り
、
ま
た
文
芸
批
評
の
執
筆
を
始
め
る
。
在
学
中
か
ら
『
思
潮
』（
昭
森
社
）、『
学
生
評
論
』（
学
生
評
論
社
）
の
編
集
を
手
が
け
た
。
卒
業
後
、
総
合
雑
誌
『
潮
』（
葦
会
）
の
編
集
を
経
て
、
光
村
図
書
出
版
に
入
社
す
る
。
一
九
五
一
年
に
新
日
本
文
学
会
に
入
会
、
中
野
重
治
編
集
長
の
下
で
『
新
日
本
文
学
』
の
編
集
に
従
事
し
た
り
、
東
京
支
部
の
書
記
長
を
務
め
た
り
し
な
が
ら
、
数
多
く
の
批
評
を
発
表
す
る
。
　
一
九
六
七
年
～
一
九
七
〇
年
、
神
戸
親
和
女
子
大
学
助
教
授
。
一
九
六
九
年
に
創
設
さ
れ
た
活
動
家
集
団
思
想
運
動
に
参
加
し
、
芸
術
運
動
部
会
の
中
心
と
し
て
活
躍
、『
芸
術
運
動
』、『
社
会
評
論
』、『
思
想
運
動
』
で
健
筆
を
奮
っ
た
（
筆
名
と
し
て
児
玉
明
を
し
ば
し
ば
用
い
た
）。
階
級
的
視
点
と
国
際
連
帯
と
の
精
神
を
堅
持
し
た
考
察
は
、
同
時
代
の
文
学
芸
術
運
動
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
再
検
証
へ
と
向
か
い
、
さ
ら
に
ブ
レ
ヒ
ト
や
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
分
析
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
二
〇
一
四
年
二
月
九
日
逝
去
。
　
著
書
に
『
芸
術
運
動
の
条
件
』（
土
曜
美
術
社
、
一
九
七
六
年
四
月
一
日
）、『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
―
―
そ
の
理
想
と
現
実
』（
晩
聲
社
、
一
九
九
一
年
十
一
月
十
五
日
）、『
ナ
ッ
プ
以
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
―
―
『
種
蒔
く
人
』『
文
芸
戦
線
』
の
時
代
』（
小
川
町
企
画
、
一
九
九
七
年
九
月
一
日
）、『
戦
後
文
学
の
出
発
―
―
野
間
宏
『
暗
い
絵
』
と
大
西
巨
人
『
精
神
の
氷
点
』』（
ス
ペ
ー
ス
伽
耶
、
二
〇
〇
二
年
七
月
五
日
）、『
政
治
的
芸
術
―
―
ブ
レ
ヒ
ト
・
花
田
清
輝
・
大
西
巨
人
・
武
井
昭
夫
』（
ス
ペ
ー
ス
伽
耶
、
二
〇
〇
六
年
五
月
十
五
日
）。
　
管
見
の
限
り
で
は
、
湯
地
の
最
も
古
い
文
章
は
、「〈
文
学
時
評
〉
二
つ
の
〝
青
春
の
記
録
〟
と
二
十
代
の
十
字
路
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
第
一
七
巻
第
一
二
号
、
一
九
四
九
年
十
二
月
十
日
）
で
あ
る
。
出
発
点
が
時
評
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
言
論
の
性
格
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
湯
地
は
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
―
―
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
』（
東
大
協
同
組
合
出
版
部
、
一
九
四
九
年
九
月
三
十
日
）
と
『
生
き
残
っ
た
青
年
達
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
五
七
の
記
録
』（
学
生
書
房
、
一
九
四
九
年
九
月
二
十
日
）
の
二
つ
を
取
り
上
げ
、
状
況
に
対
す
る
主
体
的
な
抵
抗
の
意
識
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
前
者
が
優
れ
て
い
る
と
言
う1
。
両
手
記
集
の
異
な
り
は
、「
戦
争
と
い
う
人
民
抑
圧
の
破
局
的
段
階
が
、
人
民
の
す
べ
て
を
盲
目
に
し
て
し
ま
っ
た
時
代
に
人
間
的
生
長
期
の
決
定
的
な
数
年
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
と
、
そ
の
前
に
生
長
期
を
（
曲
り
な
り
に
も
）
文
化
的
に
過
し
た
人
々
と
の
差
」、
書
き
手
の
受
け
た
教
育
の
違
い
に
由
来
す
る
。「
敗
戦
後
廿
歳
台
に
入
っ
た
」
世
代
を
湯
地
は
「
わ
れ
わ
れ
」
と
呼
び
、
「
そ
の
学
問
的
・
文
化
的
感
覚
を
た
え
ず
清
新
に
磨
き
上
げ
、
そ
の
学
問
的
・
文
化
的
能
力
を
不
断
に
蓄
え
伸
し
、
こ
の
世
代
に
残
さ
れ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
最
後
の
残
り
滓
を
払
拭
し
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
　
教
養
形
成
を
十
分
に
な
し
え
ず
、
知
識
人
と
し
て
行
動
し
え
な
か
っ
た
反
省
の
下
に
、
湯
地
は
、
自
身
の
属
す
る
世
代
を
対
象
化
し
、
課
題
を
掲
げ
る
。
自
己
を
刷
新
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
顕
著
な
と
こ
ろ
は
、
時
評
に
は
珍
し
い
特
徴
で
あ
ろ
う
。
旧
制
高
校
で
学
ん
だ
湯
地
は
、
上
の
世
代
が
受
け
た
教
育
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
真
空
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
。
敗
戦
後
に
お
け
る
そ
の
自
覚
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
主
体
的
な
摂
取
を
促
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
戦
前
の
旧
制
高
校
の
文
化
、
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
と
も
隔
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
湯
地
が
冷
静
に
過
去
を
総
括
す
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
た
ら
し
め
る
一
つ
の
条
件
で
あ
っ
た
。
　
前
述
の
よ
う
に
、
若
き
日
の
湯
地
は
、
編
集
者
で
あ
っ
た
。
学
生
運
動
や
文
学
運
動
の
機
関
誌
に
関
わ
り
な
が
ら
、
批
評
を
書
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
複
眼
的
な
視
座
を
鍛
え
た
。
国
家
権
力
や
独
占
資
本
の
反
動
性
を
攻
撃
す
る
だ
け
で
な
く
、
運
動
に
お
け
る
弱
さ
や
矛
盾
に
も
批
判
の
眼
が
向
け
ら
れ
て
い
く
。『
新
日
本
文
学
』
に
初
め
て
発
表
し
た
「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
解
の
た
め
に
―
―
徳
永
直
批
判
」（
第
六
巻
第
三
号
、
一
九
五
一
年
三
月
一
日
）
は
、
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
徳
永
の
文
章2
の
誤
り
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
事
実
の
素
朴
な
反
映
を
新
し
い
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
と
と
ら
え
る
こ
と
が
文
学
的
に
も
歴
史
認
識
的
に
も
正
し
く
な
い
こ
と
を
、
年
長
者
に
対
し
て
直
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
公
正
を
目
指
す
批
評
態
度
が
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
　
警
察
予
備
隊
の
設
置
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
実
施
、
片
面
講
和
条
約
の
締
結
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
コ
ー
ス
」
の
進
み
行
き
の
中
、
文
学
者
の
中
に
は
、
反
共
的
な
、
あ
る
い
は
傍
観
者
的
な
言
辞
を
弄
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
社
会
主
義
体
制
へ
の
移
行
が
必
然
で
あ
る
と
い
う
史
観
は
揺
ら
が
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
五
八
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
情
勢
の
厳
し
さ
は
、
湯
地
に
道
の
り
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
体
感
さ
せ
る
。
「
文
壇
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」（『
潮
』
創
刊
号
、
一
九
五
二
年
六
月
十
五
日
）
の
頃
か
ら
、
湯
地
の
筆
致
に
は
、
陰
翳
が
伴
う
よ
う
に
な
る
。「
私
は
、
近
頃
、
人
間
嫌
い
と
し
て
己
を
持
し
た
い
と
い
う
欲
望
に
、
し
ば
し
ば
襲
わ
れ
て
い
る
」、「
一
切
の
斟
酌
を
拒
否
す
る
と
こ
ろ
の
・
傲
岸
不
屈
な
叛
逆
の
精
神
―
―
そ
こ
へ
向
つ
て
私
は
、
私
の
内
部
に
人
間
観
の
一
つ
の
拠
点
を
築
造
し
つ
つ
あ
る
の
だ
」
と
述
懐
す
る
「
紙
背
の
事
実
―
―
あ
ら
ゆ
る
人
間
論
の
前
提
と
し
て
」（『
新
日
本
文
学
』
第
九
巻
第
七
号
、
一
九
五
四
年
九
月
一
日
）
に
う
か
が
え
る
の
は
、
虚
無
的
な
心
情
に
駆
ら
れ
な
が
ら
、
批
評
行
為
を
継
続
さ
せ
る
意
志
で
あ
る
。
今
こ
こ
の
で
き
ご
と
を
近
く
な
い
未
来
の
た
め
に
論
じ
る
、
と
い
う
時
間
感
覚
が
、
湯
地
の
内
部
で
次
第
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
目
先
の
情
勢
変
化
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
革
命
運
動
の
原
則
に
即
し
て
冷
静
な
分
析
を
行
う
異
形
の
時
評
の
骨
格
は
、
お
お
よ
そ
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
は
固
ま
っ
て
い
た
。二
、
重
層
的
な
批
判
―
―
「
輓
近
文
学
の
魅
力
喪
失
と
〈
日
本
浪
漫
派
〉
の
復
活
」
の
場
合
　
湯
地
の
時
評
の
一
例
を
「
輓
近
文
学
の
魅
力
喪
失
と
〈
日
本
浪
漫
派
〉
の
復
活
―
―
福
田
和
也
『
保
田
與
重
郎
と
昭
和
の
御
代
』
そ
の
他
を
め
ぐ
っ
て
」（『
社
会
評
論
』
第
一
〇
五
号
、
一
九
九
七
年
一
月
一
日
）
に
取
り
、
対
象
を
論
じ
る
方
法
を
確
認
し
た
い
。
本
批
評
は
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
約
七
〇
枚
あ
り
、
分
量
で
も
通
常
の
時
評
の
範
囲
を
越
え
て
い
る
。
表
題
に
あ
る
よ
う
に
、
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
文
学
の
低
迷
と
保
田
與
重
郎
の
再
評
価
と
で
あ
る
。
　
文
芸
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
も
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
創
作
の
衰
退
を
め
ぐ
っ
て
、
現
実
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
こ
と
に
理
由
を
求
め
る
意
見
が
現
わ
れ
る
。
中
に
は
、
巨
大
な
も
の
と
の
関
わ
り
を
自
覚
せ
ず
、
倫
理
観
を
形
成
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
国
家
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
訴
え
る
の
は
、
石
原
慎
太
郎
や
福
田
和
也
な
ど
保
守
派
の
論
客
で
あ
り
、
そ
の
福
田
に
よ
っ
て
、
保
田
與
重
郎
が
再
評
価
さ
れ
る
。
湯
地
は
、
保
田
再
評
価
の
機
運
を
背
景
か
ら
て
い
ね
い
に
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
五
九
　
保
田
與
重
郎
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
に
古
典
回
帰
に
よ
っ
て
現
実
の
超
克
を
目
指
す
こ
と
を
訴
え
、
マ
ル
ク
ス
主
義
退
潮
後
の
青
年
知
識
人
の
関
心
を
集
め
た
批
評
家
で
あ
る
。
心
情
主
義
的
な
も
の
言
い
に
共
感
す
る
読
者
は
絶
え
ず
、
敗
戦
後
も
再
評
価
の
声
が
周
期
的
に
挙
が
っ
て
い
る
。
福
田
和
也
『
保
田
與
重
郎
と
昭
和
の
御
代
』（
新
潮
社
、
一
九
九
六
年
六
月
十
日
）
も
、
復
権
を
説
く
一
つ
で
あ
る
が
、「
聖
戦
」
の
遂
行
を
讃
美
す
る
保
田
を
肯
定
す
る
点
に
お
い
て
、
従
来
の
書
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
　
近
年
で
は
、
例
え
ば
前
田
英
樹
が
「
彼
は
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
独
立
、
自
尊
、
共
栄
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
希
望
」、
す
な
わ
ち
「
欧
米
列
強
の
侵
略
か
ら
ア
ジ
ア
諸
国
を
守
り
抜
く
、
そ
れ
は
近
代
物
質
文
明
に
対
し
て
、
東
洋
の
道
徳
と
精
神
と
そ
の
生
活
と
が
一
致
団
結
し
て
戦
う
こ
と
」
を
唱
え
て
い
た
と
述
べ
て
い
る3
。
ま
た
、
谷
崎
松
男
は
、
評
伝
に
お
い
て
「
満
州
国
に
つ
い
て
の
保
田
の
認
識
は
偏
向
し
て
ゐ
た
と
し
て
、
そ
れ
な
ら
全
体
た
れ
が
そ
の
実
体
を
正
確
と
い
へ
る
ほ
ど
に
把
握
で
き
て
ゐ
た
か4
」
と
擁
護
す
る
。
保
田
が
ア
ジ
ア
解
放
の
戦
争
を
思
い
描
い
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
誤
り
を
一
般
化
し
て
解
消
し
よ
う
と
す
る
操
作
に
も
感
心
で
き
な
い
が
、
福
田
は
従
来
の
論
者
が
言
及
を
避
け
て
き
た
、
戦
争
讃
美
の
部
分
を
取
り
上
げ
て
み
せ
る
。
　
「
ど
こ
ま
で
ゆ
く
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
感
覚
に
お
い
て
、
保
田
與
重
郎
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
支
那
事
変
の
主
導
者
で
あ
り
、
大
東
亜
戦
争
の
先
導
者
で
あ
り
、
聖
戦
の
権
化
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
が
「
聖
戦
」
で
あ
る
の
は
、
取
り
敢
え
ず
明
示
さ
れ
る
よ
う
な
個
別
の
神
に
よ
っ
て
、
戦
い
が
祝
福
さ
れ
、
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
　
勇
敢
に
殺
し
、
殺
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、「
殺
戮
」
し
「
虐
殺
」
す
る
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
の
理
知
や
計
画
を
越
え
た
何
も
の
か
が
、
そ
こ
に
顕
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
顕
現
す
る
と
信
じ
ら
れ
、
ま
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
闘
に
い
ざ
な
い
、
そ
の
渦
中
に
現
れ
る
も
の
を
保
田
は
「
神
」
と
呼
び
、
日
本
人
を
そ
こ
ま
で
連
れ
て
き
た
も
の
を
、「
精
神
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
重
く
悲
し
い
人
間
の
命
を
奪
う
事
を
、
正
義
や
思
想
に
よ
っ
て
で
な
く
、「
爽
や
か
さ
」
に
よ
っ
て
許
す
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
聖
な
る
も
の
な
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
〇
の
だ
。
　
そ
の
点
で
保
田
は
、
聖
な
る
も
の
の
実
践
者
で
あ
り
、
行
為
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
認
識
者
で
も
あ
っ
た
。
　
一
九
三
八
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
中
国
旅
行
で
の
見
聞
を
記
し
た
文
章
、
特
に
「
書
か
れ
た
支
那
事
変
で
あ
っ
た
」
と
呼
ぶ
「
蒙
彊5
」
に
依
拠
し
て
、
福
田
は
、
保
田
を
既
成
の
観
念
に
当
て
は
ま
ら
な
い
時
代
を
描
き
出
し
た
書
き
手
と
し
て
賞
賛
す
る
。「
世
界
の
百
科
全
書
は
、
す
べ
て
こ
の
一
年
間
に
於
て
役
立
た
ず
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
知
識
の
役
立
た
ず
の
意
味
で
あ
る
」、「
戦
争
は
誰
が
何
を
考
へ
て
行
つ
た
か
私
は
知
ら
な
い
。
た
ゞ
征
戦
で
あ
る
」（「
蒙
彊
」）
と
い
う
感
慨
に
、
福
田
の
紹
介
は
見
合
っ
て
い
る
、
と
ひ
と
ま
ず
は
言
え
よ
う
。
　
保
田
の
戦
争
理
解
は
、
戦
闘
の
相
手
で
あ
る
中
国
の
兵
士
へ
の
想
像
力
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
点
一
つ
を
取
っ
て
も
、
受
け
入
れ
が
た
い
。
し
か
し
、
狂
熱
的
な
筆
致
に
、
当
時
惹
か
れ
る
読
者
が
い
た
こ
と
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
戦
争
を
合
目
的
性
か
ら
逸
脱
し
た
行
動
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
表
現
に
、
言
論
の
自
由
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
青
年
た
ち
は
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
感
じ
取
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
保
田
は
、
天
皇
と
日
本
軍
兵
士
と
の
間
に
直
接
的
な
絆
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
　
我
ら
の
日
の
詩
の
場
所
は
、
皇
軍
の
兵
士
の
銃
剣
が
歌
つ
て
く
れ
た
。
将
軍
の
漢
詩
や
将
校
の
新
体
詩
よ
り
、
も
つ
と
潑
剌
原
始
の
表
現
で
、
北
の
大
陸
の
兵
士
た
ち
が
表
現
し
て
く
れ
た
。
皇
軍
の
節
度
使
を
発
せ
ら
る
ゝ
に
あ
た
り
、
奈
良
の
聖
武
天
皇
は
、「
食を
す
国
の
遠とほ
の
朝みか
ど廷
に
、
汝いま
しら
し
か
く
退ま
か去
り
な
ば
平たひらけ
く
吾われ
は
遊
ば
む
、
手
抱
き
て
我われ
は
御
座
さ
む
」
と
歌
は
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
わ
が
朝
の
天
皇
の
御
製
と
し
て
畏
き
極
み
で
あ
る
が
、
我
ら
末
世
の
国
民
に
と
り
な
つ
か
し
い
君
臣
一
家
の
思
ひ
を
味
は
せ
ら
れ
る
随
一
の
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
た6
。
　
古
代
に
存
在
し
た
理
想
的
な
状
況
が
現
代
に
再
現
さ
れ
た
こ
と
を
目
撃
し
た
感
動
を
、
保
田
は
綴
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
の
聖
武
天
皇
歌
を
本
人
が
詠
ん
だ
も
の
と
受
け
止
め
、
理
想
の
君
臣
関
係
が
あ
っ
た
と
想
像
す
る
の
は
、
願
望
の
投
影
に
過
ぎ
な
い7
。
兵
士
と
天
皇
と
が
対
面
す
る
場
面
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
一
を
想
起
し
な
が
ら
歌
を
称
揚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、「
政
治
」
と
「
文
学
」
と
の
静
的
な
対
立
が
む
し
ろ
透
視
さ
れ
る
。
総
動
員
体
制
下
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、「
文
学
」
は
過
剰
で
あ
る
こ
と
で
「
政
治
」
に
対
す
る
優
位
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
福
田
和
也
が
再
評
価
し
た
の
は
、
保
田
の
倒
錯
し
た
文
芸
観
で
あ
っ
た
。
消
費
主
義
の
進
行
に
よ
っ
て
商
業
文
壇
の
市
場
が
解
体
さ
れ
て
い
く
中
で
、危
う
さ
が
あ
え
て
強
調
す
る
形
で
、
文
芸
の
力
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
現
実
か
ら
遊
離
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
福
田
の
礼
賛
は
、
保
田
の
言
説
と
類
似
す
る
。
　
保
田
與
重
郎
は
、「
国
内
で
は
、
人
民
全
体
に
た
い
す
る
抑
圧
と
搾
取
と
の
強
化
政
策
と
そ
の
権
力
と
に
む
す
び
つ
き
、
国
際
的
に
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
的
な
侵
略
主
義
、
資
本
と
銃
剣
と
に
よ
る
他
国
の
奪
取
の
た
め
の
精
神
的
露
払
い
と
な
つ
た8
」（
な
か
の
・
し
げ
は
る
）『
日
本
浪
漫
派
』
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
保
田
、
福
田
は
、
敵
対
す
る
相
手
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
湯
地
の
時
評
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
裁
断
は
見
ら
れ
ず
、
確
認
的
な
論
証
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
湯
地
は
、
福
田
の
読
解
が
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
荒
涼
と
し
た
空
間
を
近
代
の
限
界
が
象
徴
的
に
現
わ
れ
た
空
間
と
し
て
重
視
す
る
福
田
は
、
保
田
が
「
蒙
彊
」
で
見
た
も
の
が
同
じ
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
、
実
際
に
保
田
が
「
荒
涼
」
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、「
蒙
彊
」
か
ら
北
京
に
向
け
て
南
下
し
た
時
、
往
路
の
風
景
か
ら
受
け
た
印
象
を
思
い
起
こ
す
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
感
情
移
入
的
な
祖
述
の
ず
さ
ん
さ
か
ら
し
て
も
、
福
田
は
保
田
の
代
弁
者
た
り
え
て
い
な
い
。
湯
地
は
、
ま
た
、
保
田
の
印
象
変
化
の
ゆ
え
ん
を
前
線
の
兵
士
に
触
れ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
侵
略
の
対
象
と
し
て
意
識
さ
れ
て
初
め
て
中
国
大
陸
は
、
意
味
あ
る
空
間
と
し
て
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
文
学
者
と
し
て
戦
争
に
向
き
合
お
う
と
し
た
保
田
が
、
侵
略
戦
争
の
論
理
を
感
性
的
に
な
ぞ
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
湯
地
の
分
析
は
露
わ
に
す
る
。
福
田
と
保
田
と
は
切
り
分
け
ら
れ
た
上
で
、
現
実
か
ら
遊
離
し
た
想
像
力
が
そ
れ
ぞ
れ
に
斥
け
ら
れ
て
い
る
。
　
福
田
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詐
術
的
な
論
法
が
指
弾
さ
れ
る
。「
な
ぜ
日
本
人
は
か
く
も
馬
鹿
に
な
っ
た
か
」（『
新
潮
45
』
第
一
五
巻
第
一
一
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
一
日
）
で
は
、
か
つ
て
戦
場
と
な
っ
た
史
実
を
知
ら
ず
に
観
光
で
訪
れ
る
人
々
が
日
本
の
戦
後
処
理
の
不
十
分
さ
を
非
難
す
る
例
を
踏
ま
え
て
、
現
代
人
の
卑
俗
な
心
性
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
湯
地
は
、
福
田
の
も
の
言
い
が
一
部
の
現
象
を
全
体
に
当
て
は
め
る
、
論
理
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
二
学
で
言
う
不
当
周
延
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
戦
争
は
悪
だ
」
と
い
う
訴
え
が
「
戦
争
は
イ
ヤ
だ
」
と
い
う
表
明
に
比
べ
て
偽
善
的
だ
と
い
う
非
難
に
つ
い
て
も
、
墨
子
の
非
攻
論
（
個
人
の
窃
盗
や
傷
害
が
不
義
で
あ
る
な
ら
、
国
家
間
で
起
こ
る
大
量
の
掠
奪
や
殺
人
も
到
底
義
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
考
え9
）
を
対
置
し
て
一
蹴
す
る
。
詭
弁
を
常
識
に
よ
っ
て
反
駁
す
る
湯
地
の
記
述
は
、
平
明
で
あ
り
、
説
得
的
で
あ
る
。
　
直
接
に
は
福
田
和
也
批
判
で
あ
る
湯
地
文
は
、
保
田
與
重
郎
に
も
遡
っ
て
検
証
を
行
う
。
関
連
し
て
、『
保
田
與
重
郎
と
昭
和
の
御
代
』
に
曖
昧
に
応
接
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
も
、
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
る
。
極
端
な
見
解
が
出
現
す
る
下
地
と
し
て
、
文
学
の
魅
力
喪
失
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
視
野
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
同
時
代
文
脈
を
立
体
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
、
論
述
か
ら
は
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
状
況
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
対
象
と
な
る
言
説
の
不
明
晰
さ
を
衝
き
、
関
連
事
項
に
つ
い
て
も
同
じ
手
続
き
を
採
る
重
層
的
な
手
法
を
湯
地
は
採
っ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
親
和
的
で
あ
る
こ
と
で
重
な
る
福
田
と
保
田
と
は
、
異
な
る
亀
裂
を
抱
え
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
非
論
理
的
で
あ
る
こ
と
で
同
一
で
な
い
も
の
が
結
び
つ
く
こ
と
こ
そ
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
件
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い10
。
三
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
「
幻
影
」
と
の
対
峙
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
は
、
湯
地
の
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
課
題
で
あ
る
。「
輓
近
文
学
の
魅
力
喪
失
と
〈
日
本
浪
漫
派
〉
の
復
活
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
民
主
主
義
が
国
家
意
識
を
希
薄
に
し
た
元
凶
で
あ
る
と
攻
撃
し
、
戦
場
や
兵
士
を
観
念
的
に
表
象
す
る
こ
と
で
読
み
手
を
動
か
そ
う
と
す
る
言
説
で
あ
っ
た
。
二
年
後
に
発
表
さ
れ
た
「
文
芸
に
お
け
る
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
―
江
藤
淳
『
昭
和
の
文
人
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
社
会
評
論
』
第
一
一
七
号
、
一
九
九
九
年
四
月
一
日
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
政
策
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
た
民
族
意
識
の
回
復
を
訴
え
る
主
張
が
吟
味
さ
れ
て
い
る
。
直
接
に
は
『
文
学
界
』
に
連
載
中
で
あ
っ
た
桶
谷
秀
昭
の
「
昭
和
精
神
史
・
戦
後
篇
」
が
、
そ
し
て
同
質
の
言
説
と
し
て
江
藤
淳
『
昭
和
の
文
人
』（
新
潮
社
、
一
九
八
九
年
七
月
十
日
）
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
時
期
に
な
さ
れ
た
発
言
に
つ
い
て
、
同
時
に
批
判
を
遂
行
す
る
こ
と
を
、
湯
地
は
し
ば
し
ば
行
っ
た
。
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
三
　
桶
谷
秀
昭
、
江
藤
淳
の
論
は
、
中
野
重
治
『
五
勺
の
酒
』（『
展
望
』
第
一
三
号
、
一
九
四
七
年
一
月
一
日
）
の
読
み
替
え
を
一
つ
の
焦
点
と
し
て
い
た
。
中
野
の
敗
戦
後
最
初
の
小
説
と
な
る
本
作
は
、
中
学
校
の
校
長
が
日
本
国
憲
法
や
天
皇
を
め
ぐ
る
日
本
共
産
党
へ
の
疑
問
を
綴
っ
た
書
簡
体
の
体
裁
を
持
つ
。「
だ
い
た
い
僕
は
天
皇
個
人
に
同
情
を
持
つ
て
い
る
の
だ
」
と
い
っ
た
感
想
を
抱
く
「
僕
」
に
は
、
良
心
的
な
中
産
階
級
の
人
間
の
心
情
が
う
か
が
え
る
。
敗
戦
に
よ
っ
て
社
会
が
大
き
く
変
化
し
た
と
し
て
も
、
人
の
意
識
は
簡
単
に
組
み
替
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
、『
五
勺
の
酒
』
は
描
い
て
い
る
。「
天
皇
に
対
し
て
同
胞
感
覚
を
抱
く
人
物
「
僕
」
を
造
型
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
人
民
の
側
に
あ
る
天
皇
へ
の
「
愛
着
」
を
無
視
し
た
り
軽
視
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
は
い
か
な
る
革
命
も
あ
り
え
な
い
こ
と
を
熱
心
に
説
こ
う
と
し
た
」
と
い
う
湯
地
の
言
葉
は
、
作
意
を
よ
く
尽
く
し
て
い
る
。
　
桶
谷
と
江
藤
と
に
と
っ
て
、『
五
勺
の
酒
』
は
、
敗
戦
後
の
言
論
の
不
自
由
さ
を
反
映
し
た
作
品
で
あ
る
。「
僕
」
は
中
野
重
治
に
ほ
か
な
ら
ず
、
天
皇
へ
の
親
近
感
の
表
明
が
一
編
の
中
心
と
判
定
さ
れ
る
。『
五
勺
の
酒
』
は
当
初
構
想
さ
れ
た
往
復
書
簡
と
し
て
完
成
し
な
か
っ
た
た
め
、
枠
組
が
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
桶
谷
と
江
藤
と
の
読
み
取
り
は
曲
解
で
し
か
な
い
。
湯
地
は
、
天
皇
制
を
批
判
す
る
同
時
期
の
中
野
の
文
章
を
対
照
さ
せ
な
が
ら
「
僕
」
の
人
物
像
が
作
者
と
異
な
る
こ
と
を
考
証
し
、
二
人
が
小
説
の
全
体
像
を
無
視
し
て
一
部
を
都
合
よ
く
利
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
　
保
守
的
な
批
評
家
に
お
い
て
は
、
階
級
対
立
の
現
実
は
黙
過
さ
れ
、「
国
家
」
や
「
国
民
」
が
統
一
体
と
し
て
思
い
描
か
れ
る
。
観
念
的
な
転
倒
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
文
学
者
の
仕
事
は
毀
損
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
江
藤
淳
に
代
表
さ
れ
、
桶
谷
秀
昭11
に
引
き
継
が
れ
た
発
想
を
、
湯
地
は
、「
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
　
戦
後
と
い
う
も
の
を
、
敗
戦
に
よ
る
に
せ
よ
、
占
領
下
で
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
人
民
に
と
っ
て
は
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
重
圧
と
戦
争
に
よ
る
破
壊
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
と
民
主
主
義
へ
の
道
が
と
に
も
か
く
に
も
開
か
れ
た
世
界
と
見
る
の
で
は
な
く
、
敗
戦
と
連
合
軍
（
ア
メ
リ
カ
軍
）
の
占
領
に
よ
っ
て
、
独
立
国
家
と
し
て
の
主
権
を
奪
わ
れ
、
国
家
と
し
て
の
自
主
性
も
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
、
戦
前
の
日
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
四
本
に
は
あ
っ
た
も
の
を
す
べ
て
失
っ
た
亡
国
の
民
の
世
界
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
一
言
で
言
え
ば
、
こ
れ
が
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
出
発
点
で
あ
り
、
立
脚
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
　
湯
地
は
、
ま
た
「
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
江
藤
淳
に
よ
っ
て
文
壇
に
定
型
化
、
構
造
化
さ
れ
た
と
言
う
。
見
解
を
支
え
て
い
る
の
は
、
時
評
家
と
し
て
の
長
年
の
観
察
の
蓄
積
で
あ
ろ
う
。
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
湯
地
の
、
比
較
的
早
い
時
期
の
発
言
と
し
て
、
座
談
会
「
現
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
―
テ
ロ
リ
ズ
ム
批
判
の
視
点
」（『
新
日
本
文
学
』
第
一
五
巻
第
一
二
号
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
一
日
。
湯
地
朝
雄
、
花
田
清
輝
、
野
間
宏
、
佐
々
木
基
一
、
小
林
祥
一
郎
、
武
井
昭
夫
）
が
あ
る
。
報
告
役
を
務
め
た
湯
地
は
、
安
保
反
対
闘
争
に
対
す
る
論
評
を
点
検
し
、
大
衆
観
が
二
極
分
化
（
影
響
を
最
も
受
け
に
く
い
層
と
い
う
見
方
と
革
命
の
中
核
と
な
る
層
と
い
う
見
方
と
）
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
湯
地
は
、
関
連
し
て
坂
本
義
和
「
革
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
試
論
」（『
中
央
公
論
』
第
七
五
巻
第
一
一
号
、
一
九
六
〇
年
十
月
一
日
）
が
「
国
民
」
的
な
政
治
運
動
を
組
織
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
い
っ
た
い
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
が
、
戦
後
ず
っ
と
き
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
よ
う
な
視
点
が
日
本
の
民
主
化
に
役
立
っ
た
、
そ
れ
を
一
層
促
進
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
た
。
国
民
文
学
論
に
し
て
も
、
安
保
反
対
闘
争
に
し
て
も
、
論
説
に
は
愛
国
心
に
訴
え
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
湯
地
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
富
裕
層
の
権
益
維
持
に
資
す
る
心
性
で
あ
り
、
国
際
連
帯
を
阻
害
す
る
要
因
に
な
る
と
し
て
、
否
定
的
で
あ
る
。
運
動
へ
の
結
集
を
呼
び
か
け
た
竹
内
好
「
民
主
か
独
裁
か
」（『
図
書
新
聞
』
第
五
五
五
号
、
一
九
六
〇
年
六
月
四
日
）
に
つ
い
て
も
、「
国
内
問
題
を
早
ま
っ
て
国
際
化
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
民
族
を
不
幸
に
お
と
し
い
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
敵
に
乗
ず
る
ス
キ
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
段
階
ま
で
は
、
い
か
な
る
外
国
の
力
も
借
り
て
は
な
ら
な
い
。
中
国
の
反
米
デ
モ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
有
利
だ
と
考
え
る
よ
う
な
ド
レ
イ
的
依
頼
心
で
は
、
こ
の
困
難
な
た
た
か
い
に
勝
て
な
い
」
の
よ
う
に
、「
国
内
問
題
」
と
し
て
事
態
を
と
ら
え
る
限
界
が
あ
っ
た
。
同
時
代
の
主
潮
と
比
し
た
時
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
危
う
さ
が
敏
感
に
察
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
運
動
内
部
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
囚
わ
れ
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
中
、
国
際
的
視
点
を
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
五
保
持
す
る
湯
地
の
見
解
は
際
立
っ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
言
及
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
湯
地
に
と
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
無
縁
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
し
、
否
定
克
服
の
対
象
と
し
て
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
幻
影
」（『
新
日
本
文
学
』
第
二
二
巻
第
一
号
、
一
九
六
七
年
一
月
一
日
）
で
は
、
二
つ
の
潮
流
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
小
田
実
「
平
和
の
倫
理
と
論
理
」（『
平
和
を
つ
く
る
原
理
』〔
講
談
社
、
一
九
六
六
年
十
一
月
十
九
日
〕
所
収
）
に
お
け
る
個
人
原
理
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
主
張
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
林
房
雄
、
三
島
由
紀
夫
『
対
話
・
日
本
人
論
』（
番
町
書
房
、
一
九
六
六
年
十
月
二
十
五
日
）
に
お
け
る
大
衆
社
会
の
到
来
に
精
神
的
荒
廃
を
認
め
、
対
抗
策
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
提
案
で
あ
る
。
正
反
対
の
方
向
を
持
つ
二
つ
の
意
見
は
、
現
状
を
追
認
し
た
上
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
議
論
し
て
い
る
点
で
似
通
う
。「
現
代
の
大
衆
社
会
状
況
そ
の
も
の
の
一
次
的
な
反
映
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
か
つ
、
そ
の
志
向
の
現
実
的
基
盤
を
い
ま
だ
欠
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
」
、
湯
地
は
、
そ
れ
ら
を
「
幻
影
」
と
呼
ぶ
。
高
度
経
済
成
長
下
で
急
速
に
「
個
人
」
の
意
識
が
高
ま
る
中
で
、
集
団
と
の
結
び
つ
き
の
希
薄
化
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
再
帰
し
て
く
る
。
慧
眼
と
呼
ぶ
べ
き
は
、「
個
人
」
と
「
国
家
」
と
を
対
置
さ
せ
る
考
え
方
が
運
動
に
弊
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
思
考
が
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
労
働
者
か
ら
市
民
へ
と
自
己
規
定
が
変
容
す
る
中
で
、
運
動
が
力
を
失
っ
て
い
く
局
面
が
以
後
続
い
て
い
く
こ
と
を
思
え
ば
、
三
島
や
林
よ
り
も
小
田
へ
の
懸
念
に
比
重
を
置
い
た
論
述
は
、
今
日
で
も
意
義
を
失
わ
な
い
。
　
空
虚
を
埋
め
る
た
め
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。
唱
え
る
者
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
「
国
家
」
や
「
国
民
」
は
、
か
つ
て
揺
る
ぎ
な
く
あ
っ
た
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
時
代
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
っ
て
い
く
表
象
で
あ
り
、「
幻
影
」
で
あ
る
。
湯
地
の
時
評
を
通
覧
し
て
い
く
時
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
様
相
を
変
え
な
が
ら
、
く
り
か
え
し
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
で
き
る
。
同
時
に
、「
幻
影
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
対
峙
す
る
、
一
つ
の
持
続
す
る
精
神
が
存
在
す
る
こ
と
に
も
、
読
む
者
は
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
六
四
、
作
品
を
「
未
来
形
に
お
い
て
見
る
」
こ
と
　
湯
地
の
時
評
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
が
批
判
的
に
言
及
さ
れ
る
。
資
本
主
義
の
社
会
の
現
実
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
目
に
否
定
的
な
様
相
を
帯
び
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
湯
地
が
と
ら
え
る
事
象
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
裁
断
以
前
に
欠
陥
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
思
想
性
を
希
薄
に
し
た
作
品
が
商
品
と
し
て
の
交
換
価
値
す
ら
維
持
で
き
な
か
っ
た
り
、
か
つ
て
の
意
見
を
覆
す
文
学
者
の
発
言
が
相
次
い
だ
り
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
時
評
で
は
問
わ
れ
て
い
る
。
湯
地
に
と
っ
て
、
同
時
代
の
文
学
は
、「
頽
廃
」
の
連
続
に
映
っ
た
。
　
例
え
ば
、「〈
文
芸
時
評
〉
芥
川
賞
の
文
学
的
退
廃
」（『
思
想
運
動
』
第
七
九
号
、
一
九
七
五
年
二
月
十
五
日
。
児
玉
明
名
義
）
で
は
、
芥
川
賞
が
「
今
日
も
な
お
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
有
力
な
商
策
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
」
を
認
め
つ
つ
、
受
賞
作
の
日
野
啓
三
『
あ
の
夕
陽
』
が
「
作
中
の
「
私
」
の
現
在
と
作
者
の
現
在
と
を
不
用
意
に
混
同
し
」
た
非
自
律
的
な
作
品
で
し
か
な
い
こ
と
を
説
く12
。「〈
時
評
―
―
文
学
〉〈
政
治
と
文
学
〉
論
の
頽
廃
」（『
社
会
評
論
』
第
一
号
、
一
九
七
五
年
十
月
一
日
号
）
で
は
、
埴
谷
雄
高
『
死
霊
』
第
五
章
「
夢
魔
の
世
界
」
の
反
響
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
非
現
実
的
な
作
品
世
界
に
「
政
治
と
文
学
」
の
主
題
を
読
み
取
る
世
評
か
ら
、
「
戦
後
文
学
」
の
後
退
が
判
定
さ
れ
て
い
る
。
　
小
田
切
秀
雄
を
例
に
文
学
者
の
変
節
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
時
流
に
流
さ
れ
て
い
る
の
は
だ
れ
か
―
―
文
学
・
思
想
の
頽
廃
状
況
に
つ
い
て
」（『
新
日
本
文
学
』
第
五
四
巻
第
八
号
、
一
九
九
九
年
九
月
一
日
）
で
あ
る
。
国
旗
お
よ
び
国
家
に
関
す
る
法
律
、
周
辺
事
態
法
な
ど
が
国
会
で
可
決
さ
れ
る
中
、
文
学
者
が
反
対
の
声
を
挙
げ
な
い
状
況
を
、
小
田
切
は
嘆
い
て
い
た
。
し
か
し
、
湯
地
は
、
小
田
切
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
態
度
変
更
こ
そ
が
文
学
者
の
弱
体
化
を
も
た
ら
し
た
と
記
す
。
井
上
ひ
さ
し
『
東
京
セ
ヴ
ン
ロ
ー
ズ
』
や
柳
美
里
『
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
』
な
ど
の
通
俗
作
品
に
可
能
性
を
認
め
る
発
言
や
佐
多
稲
子
に
お
け
る
「
文
学
者
の
戦
争
責
任
」
を
不
問
に
す
る
評
価13
か
ら
し
て
も
、
小
田
切
の
立
ち
位
置
が
か
つ
て
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
七
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
し
ば
ら
く
し
て
後
に
、
湯
地
は
言
論
活
動
を
開
始
し
た
。
民
主
主
義
文
学
運
動
は
、
弱
点
を
克
服
し
て
十
分
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
衆
消
費
社
会
の
波
に
浸
食
さ
れ
、
衰
退
し
て
い
っ
た
。
商
業
文
壇
も
か
つ
て
の
地
位
を
失
い
、
他
の
媒
体
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
湯
地
が
同
時
代
に
目
撃
で
き
た
の
は
、「
頽
廃
」
の
現
象
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
見
不
毛
で
し
か
な
い
営
為
を
湯
地
は
、
半
世
紀
以
上
続
け
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
時
評
を
書
く
こ
と
が
「
徒
労
の
よ
う
な
格
闘
」（
大
西
巨
人
『
神
聖
喜
劇14
』）
で
あ
る
こ
と
は
、
早
い
段
階
で
自
覚
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
一
九
六
一
年
に
『
新
日
本
文
学
』
の
文
芸
時
評
を
担
当
し
た
湯
地
は
、
最
終
回
を
「
こ
れ
で
三
カ
月
、
〈
文
芸
時
評
〉
な
る
も
の
を
続
け
て
き
て
、
私
は
も
う
い
い
加
減
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま
っ
た
」
と
書
き
出
し
て
い
る
（「
批
評
家
の
現
代
文
学
像
」〔『
新
日
本
文
学
』
第
一
六
巻
第
一
二
号
、
一
九
六
一
年
十
二
月
一
日
〕）。
自
身
の
心
に
響
か
な
い
小
説
を
読
む
こ
と
に
消
耗
し
、
批
評
が
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
意
欲
は
鈍
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
で
も
湯
地
は
作
業
を
放
棄
せ
ず
、
次
の
よ
う
に
自
己
の
姿
勢
を
語
る
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
・〈
純
文
学
〉
の
慢
性
的
不
振
、
中
間
小
説
の
ま
す
ま
す
繁
昌
→
現
代
文
学
の
荒
廃
→
批
評
不
能
の
状
態
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
、
小
説
月
旦
式
の
文
芸
時
評
な
ど
は
無
意
味
な
も
の
に
思
わ
れ
て
く
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
あ
え
て
行
な
う
と
す
る
な
ら
、
批
評
は
、
作
品
を
現
存
の
完
成
品
と
し
て
み
ず
、
そ
れ
を
現
在
進
行
形
ま
た
は
未
来
形
に
お
い
て
見
る
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
が
そ
こ
に
あ
る
か
、
で
は
な
く
て
、
何
が
こ
れ
か
ら
起
り
う
る
か
、
を
見
て
い
く
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
が
す
で
に
あ
る
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
批
評
は
、
何
も
な
い
と
答
え
る
よ
り
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
何
が
可
能
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
批
評
は
、
そ
の
観
点
か
ら
す
る
現
存
作
品
の
分
析
・
評
価
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
批
評
家
は
、
そ
の
よ
う
な
現
在
進
行
形
も
し
く
は
未
来
形
に
お
け
る
作
品
の
分
析
・
評
価
を
通
じ
て
、
自
己
の
抱
懐
す
る
現
代
文
学
の
理
想
像
を
次
第
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
八
　
「
何
も
な
い
」
現
在
を
承
認
し
つ
つ
、「
作
品
を
未
来
形
に
お
い
て
見
る
」
こ
と
は
、
過
去
に
「
幻
影
」
を
求
め
る
こ
と
の
対
極
に
立
つ
志
向
で
あ
る
。
ま
だ
存
在
し
な
い
作
品
の
出
現
を
信
じ
て
、
現
在
の
虚
無
に
耐
え
る
こ
と
が
湯
地
に
と
っ
て
の
文
芸
時
評
で
あ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
、
未
来
へ
の
投
機
は
、
あ
る
い
は
当
為
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
個
人
の
生
を
超
え
る
か
も
し
れ
な
い
時
間
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
た
だ
な
ら
ぬ
覚
悟
を
必
要
と
す
る
。
持
久
戦
の
記
録
で
あ
る
時
評
は
、
著
作
と
並
ん
で
湯
地
朝
雄
の
核
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
仕
事
で
あ
っ
た
。
紙
誌
に
発
表
さ
れ
た
ま
ま
、
眠
っ
た
状
態
に
あ
る
不
屈
の
精
神
を
掘
り
起
こ
し
、「
現
代
文
学
の
理
想
像
を
次
第
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
」
作
業
は
、
有
志
の
読
者
の
課
題
で
あ
る
。
「
何
も
な
い
」
現
在
を
見
つ
め
る
こ
と
　
―
文
芸
時
評
家
と
し
て
の
湯
地
朝
雄
―
六
九
注１　

『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
の
意
義
と
「
私
達
」
の
課
題
と
に
つ
い
て
、
湯
地
は
、「『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
日
本
の
現
実
に
つ
い
て
」（
東
大
協
同
組
合
出
版
部
編
『
わ
だ
つ
み
の
こ
え
に
応
え
る
―
―
日
本
の
良
心
』〔
東
大
協
同
組
合
出
版
部
、
一
九
五
〇
年
七
月
一
日
〕
所
収
）
で
再
説
し
て
い
る
。
２　

徳
永
直
「
わ
れ
わ
れ
は
数
十
歩
前
進
し
よ
う
―
―
「
自
転
車
泥
棒
」
と「
肴
売
の
女
」
と
か
ら
あ
た
ら
し
く
社
会
主
義
レ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え
る
」（『
新
日
本
文
学
』
第
五
巻
第
九
号
、
一
九
五
〇
年
十
二
月
一
日
）
３　

前
田
英
樹
『
保
田
與
重
郎
を
知
る
』（
新
学
社
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
二
十
六
日
）「
第
一
章　
生
涯
／
戦
争
の
時
代
へ
」
４　

谷
崎
昭
男
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選　
保
田
與
重
郎
―
―
吾
ガ
民
族
ノ
永
遠
ヲ
信
ズ
ル
故
ニ
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
十
日
）
一
三
二
ペ
ー
ジ
５　

保
田
與
重
郎
「
蒙
疆
」（『
新
日
本
』
一
九
三
八
年
九
月
号
、
十
一
月
号
〔
未
見
〕、
の
ち
、『
蒙
疆
』〔
生
活
社
、
一
九
三
八
年
十
二
月
五
日
〈
未
見
〉〕
に
収
録
。
引
用
は
、『
保
田
與
重
郎
全
集
　
第
十
六
巻
』（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
二
月
十
五
日
）
に
拠
る
。
６　

保
田
與
重
郎
「
北
京
」（『
い
の
ち
』
一
九
三
八
年
十
一
月
号
〔
未
見
〕、
の
ち
、『
蒙
疆
』〔
注
五
前
掲
保
田
書
〕
に
収
録
。
引
用
は
、『
保
田
與
重
郎
全
集　
第
十
六
巻
』（
注
五
前
掲
）
に
拠
る
。
７　

保
田
が
言
及
す
る
『
万
葉
集
』
巻
六
、
九
七
三
番
歌
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
小
島
憲
之
ほ
か
校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全
集
七　
万
葉
集
二
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
四
月
十
日
）
は
、
「
我
は
い
ま
さ
む
」
の
自
敬
表
現
に
つ
い
て
、
「
神
や
天
皇
な
ど
の
尊
者
が
自
ら
語
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
代
弁
者
と
し
て
の
語
り
手
（
朗
読
者
や
中
務
省
の
内
記
な
ど
の
詔
勅
原
案
作
成
者
）
が
、
そ
れ
ら
の
尊
者
に
対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
い
る
特
別
の
敬
語
表
現
法
と
解
さ
れ
る
」
と
説
明
す
る
。
８　

な
か
の
・
し
げ
は
る
「
第
二
『
文
学
界
』・『
日
本
浪
漫
派
』
な
ど
に
つ
い
て
」（『
近
代
日
本
文
学
講
座　
第
四
巻　
近
代
日
本
文
学
の
思
潮
と
流
派　
下
』〔
河
出
書
房
、
一
九
五
二
年
三
月
八
日
〕
所
収
）
９　

「
一いち
に
ん人
を
殺
さ
ば
之
を
不
義
と
謂
ひ
、
必
ず
一
死
罪
有
り
。
若も
し
此
の
説
を
以
て
往
か
ば
、
十
人
を
殺
さ
ば
不
義
を
十じふじ
ゆ
う重
し
、
必
ず
十
死
罪
有
り
。
百
人
を
殺
さ
ば
不
義
を
百
重
し
、
必
ず
百
死
罪
有
り
。
此かく
の
當ごと
き
は
、
天
下
の
君
子
皆
知
り
て
之
を
非
と
し
、
之
を
不
義
と
謂い
ふ
。
今
大
い
に
不
義
を
為
し
て
国
を
攻
む
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
非
と
す
る
を
知
ら
ず
、
従
ひ
て
之
を
誉
め
、
之
を
義
と
謂
ふ
。
情まこと
に
其
の
不
義
を
知
ら
ざ
る
な
り
」（『
墨
子
』
巻
之
五　
非
攻
上
第
十
七
。
読
み
下
し
文
は
、
山
田
琢
『
新
釈
漢
文
大
系　
第
五
〇
巻　
墨
子　
上
』〔
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
十
二
月
十
日
再
版
〕
に
拠
り
、
ル
ビ
は
適
宜
省
い
た
）
10　

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
自
己
欺
瞞
を
伴
っ
た
権
力
欲
と
い
え
る
」
と
規
定
す
る
（
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
覚
え
書
き
」〔
川
端
康
雄
編
『
水
晶
の
精
神　
オ
ー
ウ
ェ
ル
評
論
集
２
』〈
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
五
年
六
月
十
五
日
〉
所
収
〕）。
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
解
は
、
対
象
を
広
く
取
り
過
ぎ
る
難
点
が
あ
る
が
、
参
照
す
る
に
足
る
。
11　

江
藤
淳
の
影
響
に
よ
っ
て
、
第
一
次
「
政
治
と
文
学
」
論
争
に
対
す
る
桶
谷
秀
昭
の
評
価
が
『
中
野
重
治　
自
責
の
文
学
』（
文
芸
春
秋
、
一
九
八
一
年
十
月
三
十
日
）
か
ら
『
昭
和
精
神
史　
戦
後
篇
』（
文
芸
春
秋
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
三
十
日
）
で
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
、
湯
地
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
12　

語
り
手
の
「
私
」
と
作
者
の
「
私
」
と
の
混
同
を
分
析
的
に
考
察
す
る
湯
地
は
、「
方
法
化
さ
れ
た
語
り
手
の
機
能
―
―
「
暗
い
絵
」
と
「
わ
が
塔
は
そ
こ
に
立
つ
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（『
新
日
本
文
学
』
第
一
八
巻
第
一
一
号
、
一
九
六
三
年
十
一
月
一
日
）
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
す
で
に
語
り
手
論
を
展
開
す
る
論
者
で
あ
っ
た
。
13　

同
湯
地
文
で
は
、
佐
多
稲
子
の
戦
争
責
任
を
不
問
に
す
る
言
説
と
し
て
、
小
田
切
秀
雄
の
他
に
、
久
保
田
正
文
お
よ
び
佐
多
稲
子
本
人
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
文
学
者
の
戦
争
責
任
」
を
詳
細
に
論
じ
た
考
察
に
「
文
学
者
の
戦
争
責
任
―
―
そ
の
今
日
的
意
味
」（『
社
会
評
論
』
第
一
五
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
七
月
十
日
）
が
あ
る
。
14　

大
西
巨
人
『
神
聖
喜
劇　
第
一
巻
』（
光
文
社
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
七
月
二
十
日
）
三
五
九
ペ
ー
ジ
。
当
該
箇
所
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、『
新
日
本
文
学
』
第
一
六
巻
第
一
一
号
、
一
九
六
一
年
十
一
月
一
日
、
湯
地
が
時
評
を
連
載
中
の
時
で
あ
っ
た
。
※
本
稿
は
、
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
（
本
郷
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ワ
ー
カ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
）
講
座
「
湯
地
朝
雄
の
文
芸
批
評
―
―
芸
術
運
動
と
国
際
連
帯
」（
二
〇
一
九
年
七
月
十
七
日
）
で
の
報
告
に
基
づ
く
。
当
日
は
、
参
加
者
か
ら
、
有
益
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

